



A study of social work in the realm of child care.
- A possibility of the life-space interview by child care teacher -
Kenichi Ando
１．はじめに
保育士が児童福祉法に規定されたのは，平成 13 年 11 月 30 日のことである。児
童福祉法の一部を改正する法律が公布されたことにより，保育士は「第 18 条の 4
　この法律で，保育士とは，第 18 条の 18 第 1 項の登録を受け，保育士の名称を
用いて，専門的知識及び技術をもつて，児童の保育及び児童の保護者に対する保育
に関する指導を行うことを業とする者をいう。」と位置づけられた。保育士養成所
においては，平成 14 年 4 月 1 日に施行された「児童福祉法施行規則第 39 条の 2
第 1 項第 3 号の指定保育士養成施設の修業科目及び単位数並びに履修方法」（平成
13 年厚生労働省告示第 198 号）によってカリキュラムが改正されている。平成 13
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づけている。このパイオニアハウスは，1946 年 9 月から同年 11 月の 3ヶ月間を準
備期間として使い，1946 年 12 月に開設されて，1948 年 6 月までの 19ヶ月間，子
どもの治療の場所として利用された。



























したものである。第 1 段階は，デトロイト・グループ・プロジェクトの発足。第 2










KenichiAndo.indd   3 2009/03/16   15:19:22




























の中で語られているのであるが，そのいずれにも the LSI に関する記述が見られる
のである。レドルの著作に関する一覧は表１の通りである。
表１　レドルらによる the LSI に関する著作一覧
1951 年　Redl,F. & Wineman,D.『Children Who Hate』
1952 年　Redl,F. & Wineman,D.『Controls from Whithin』
1958 年　Redl,F. & Wineman,D.『The Aggressive Child』
1959 年　Redl,F.『The concept of a “therapeutic milieu”』
1959 年　Redl,F.『Strategy and techniques of the life space interview』
1959 年　Wineman,D.『The life space interview』
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わゆる精神分析学的な面接方法からはかけ離れている the LSI であっても，その展
開される場はしっかりとした治療構造をもち，精神分析学的な考え方が根底に脈
打っていることが理解できるのである。これは，レドルが精神分析学を基盤とし，
そこを拠り所として the LSI を生み出したことに関係していることは明白である。
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